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尿路感染症におけるME1207の 臨床的検討

越 田 潔 ・久 住 治 男

金沢大学医学部泌尿器科学教室*

新 しい経 口用セフェム系抗生物質ME1207に つ いて臨床的検討 を行 った。単純性尿路感染症

3例,複 雑性尿路感染症10例,非 淋菌性尿道炎1例,急 性前立腺炎1例 に1日200mg～600

mg,2～7日 間使用 した。UTI薬 効 評価基準に合致 した複雑性尿路感染症7例 の総合臨床効果判

定は,著 効4例,有 効1例,無 効2例 であった。細菌学的検討では10菌 種14株 中,11株 が 消

失 した。副作用は4例 に認められ,臨 床検査値異常は全例 に認め られなかった。
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ME 1207は セファロスポ リン骨格の7位 に,cefter-

ampivoxil (CFTM-PI) と同様のア ミノチアゾール基

を有し,同 時に3位 には メチルチアゾー ルビニル基を

有する新 しいエステル型経 口用セフェム剤である。本

剤はグラム陽性,グ ラム陰性菌に広範囲の抗菌スペ ク

トルを有 し,特 にグラム陽性 のmethicillin-sensitive

Staphylococcus aureus (MSSA), Staphylococcus

epidermidisに 対 す る抗菌力 に優 れ る。 また各種 β-

lactamaseに 対 して安定で,本 酵素産生種 にも強い抗

菌力を示す1,2)。

今 回われわれは15例 の尿路性器感染症患者に本剤

を投与し,臨 床効果および安全性について検討 したの

でその成績を報告す る。

対象は平成元年9月 よ り平成元年11月 までに,金 沢

大学医学部附属病院泌尿器科に通院 し,患 者同意の得

られた急性単純性膀胱炎3例,慢 性複雑性膀胱炎9例,

慢性複雑性腎孟腎炎1例,非 淋菌性尿道炎1例,急 性

前立腺炎1例 であった。

投与方法は,感 染症の程度に応 じて決定 し,本 剤1回

100mg～200mg,1日3回,食 後経 口投与 し,投 薬期

間は2～7日 間 とした。検討期間中他の抗生物質や抗菌

剤等の投与は行なわなかった。

急性単純性膀胱炎3例 の臨床成績 をTable 1に 示 し

た。主治医総合臨床効果は,著 効1例,有 効2例 であ

った。

複雑性尿路感染症10例 の臨床成績 をTable 2に 示

した。この うちUTI薬 効 評価基準(第3版)3)に よる判

定が可能であった7例 の総合臨床効果は,著 効4例,

有効1例,無 効2例 であり,7例 中5例 で有効以上の成

績が得 られた。膿尿に対する効果は,正 常化5例,改

善2例 であ り,細 菌尿に対す る効果は,菌 陰性化5例,

不変2例 であった。疾患病態群別にみると単独菌感染

は4例 で全例有効以上,複 数菌感染は3例 で2例 が無

効であった。細菌学的効果では,本 剤投薬前尿中より

Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with ME1207

AUC: acute uncomplicated cystitis
*

Before/

After
** 6 days after

*〒 920金 沢市宝町13-1
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Table 2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with ME1207

CCP: chronic complicated pyelonephritis

CCC: chronic complicated cystitis

BPH: benign prostatic hypertrophy

*
Before/

After

10菌 種14株 が 分 離 され,Enterococcus fzecalis 2株 中

2株,Escherichia coli 4株 中4株 な ど計11株(78.6

%)が 本 剤 投 与 後 に 消 失 し た も の の,Pseudomonas

aemginosaを は じめ とす る ブ ドウ 糖 非 発 酵 グ ラ ム 陰

性 桿 菌3株 が 存 続 した(Table 3)。 投 与 後 出 現 菌 と し

て は,Enterococcus avium 1株,Candida sp. 1株 の

計2株 が 認 め ら れ た 。

な お,慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症 患 者 の 脱 落 症 例 は3例

で,主 治医判定は有効1例,や や有効1例,無 効1例

で,無 効症例は真菌 との混合感染例 であった。

非淋菌性尿道炎1例 の主治医総合臨床効果は有効で,

急性前立腺炎1例 では著効であった(Table 4)。

自他覚的副作用 としては,15例 中下痢2例(Table

1, No.1, Table 2, No.3),軟 便1例(Table 2, No.

7),発 疹1例(Table 2, No.4)に 認め られた。下痢

2例 の うち一方の1例 は,本 剤投与後3日 目から,他方
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Table 3. Bacteriological response to ME1207 in complicated UTI

Table 4. Clinical summary of urethritis or prostatitis patients treated with ME1207

*
Before/

After

ND: not done

の1例 は1日 目から下痢が出現 し,い ずれ も投薬中止

により症状は消失 した。いずれ も特 に処置は必要 とし

なかった。軟便1例,発 疹1例 は,い ずれ も軽度な症

状で,継 続服薬に特に支障はなかった。また,ME1207

投与前後におけ る臨床検査値の異常は全例に認め られ

なかった。

ME 1207は,エ ステル型経 口用セフェム剤であ り,

本剤はcefaclor (CCL) やcefixime (CFIX) に比 し

て,S.aureusやS.epidermidお に対す る抗菌活性に優

れ,ま た各種 β-lactamase産 生 株において もE.coli

やSerratia marcescensな どに対 して安定かつ抗菌活

性を有すると報告 されている4)。

今回われわれは,急 性単純性膀胱炎3例,慢 性複雑

性膀胱炎9例,慢 性複雑性 腎孟腎炎1例,非 淋菌性尿

道炎1例,急 性前立腺炎1例 の計15例 に 本剤を使用

し,臨 床効果を中心に検討 した。UTI薬 効 評価基準に

よる効果判定可能な複雑性尿路感染症7症 例の有効性

はCFTM-PI, CFIXの 複雑性尿路感染症 に対する総

合有効率66.0～75.0%と ほ ぼ同等の成績であった5,6)。

細菌学的効果の面から見ると,投 薬前尿中よ り10菌

種14株 が分離され,う ち11株(78.6%)が 本剤投与

後に消失 した。菌種別に見てもE.faecalisは2株 中2

株,E.coliは4株 中4株 が消失 しており,満 足すべき

結果であった。また,グ ラム陽性菌は4株 のみであっ

たが,全 株除菌され非常に満足すべき結果であ り,本

剤が グラム陽性菌に強い抗菌力を持つ ことを示 してい

た。一方,除 菌不能の3株 は,P.aeruginosaを は じめ

とするブ ドウ糖非発酵 グラム陰性桿菌であり,基 礎試

験における本剤のこれらの菌株に対す る抗菌力の弱 さ

と関係 しているもの と考えられた。

自他覚的副作用に関 しては,15例 中,下 痢2例,軟

便1例,発 疹1例 が認め られた。下痢は投薬中止に よ

り症状は消失 し,軟 便,発 疹は継続服薬に特に支障は

なかった。臨床検 査成績の異常は全例に認め られなか

った。

以上の成績より,本 剤は尿路感染症に対 し,十 分 な

臨床効果が期待でき,か つ比較的安全性の高い薬剤で

あると推察 された。
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A CLINICAL STUDY OF ME1207 IN URINARY TRACT INFECTIONS

Kiyoshi Koshida, Haruo Hisazumi

Department of Urology, School of Medicine, Kanazawa University
13-1 Takara-machi, Kanazawa 920, Japan

A new oral cephem antibiotic, ME1207, was administered to 15 subjects for its clinical evaluation.
Three of them had uncomplicated urinary tract infections, 10 had complicated urinary tract infec-
tions, 1 had nongonococcal urethritis and 1 had acute prostatitis. These patients were administered

ME1207 in doses of 200mg/day to 600mg/day for 2 to 7 days. In 7 patients who fulfilled the criteria
established by the Japanese UTI Committee, the results of treatment were "excellent" in 4 patients,

"good" in 1 and "poor" in 2. Eleven of the 14 strains isolated were eradicated by the treatment.
Adverse reactions were observed in 4 patients, but no abnormal laboratory data were noted in any
of the patients.


